
(57)【要約】

【課題】　確実に身体に密着した状態で粘着され、患部

や貼付部位の形状にあわせて自由な形状に帯状片を広げ

ることができるテーピングテープを提供する。

【解決手段】　収縮性を有する基材１２と、基材１２の

片面に取り付けられた粘着層と、基材１２の内側に一方

向に沿って形成され互いに平列に並べられた複数本のス

リット１４を有する。基材１２のスリット１４の端部近

傍の両側縁部１２ａ，１２ｂは、スリット１４の端部近

傍からスリット１４の延長上に位置する基材端部１２ｃ

，１２ｄまで、互いに内側に向かって斜めに形成されて

いる。スリット１４の端部は側縁部１２ａ，１２ｂに沿

って基材１２の内側に向かって曲げられている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 収 縮 性 を 有 す る 基 材 と 、 前 記 基 材 の 片 面 に 取 り 付 け ら れ た 粘 着 層 と 、 前 記 基 材 の 内 側 に
一 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 互 い に 平 列 に 並 べ ら れ た 複 数 本 の ス リ ッ ト が 設 け ら れ た テ ー ピ ン
グ テ ー プ に お い て 、 前 記 基 材 の 前 記 ス リ ッ ト の 端 部 近 傍 の 両 側 縁 部 は 、 前 記 ス リ ッ ト の 端
部 近 傍 か ら 前 記 ス リ ッ ト の 延 長 上 に 位 置 す る 基 材 端 部 ま で 、 互 い に 内 側 に 向 か っ て 斜 め に
形 成 さ れ 、 前 記 ス リ ッ ト の 端 部 は 前 記 側 縁 部 に 沿 っ て 前 記 基 材 の 内 側 に 向 か っ て 曲 げ ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る テ ー ピ ン グ テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 材 の 前 記 ス リ ッ ト に 沿 う 両 側 縁 部 は 、 外 側 に 膨 ら む 曲 線 で 形 成 さ れ 、 前 記 ス リ ッ
ト は 、 前 記 基 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 側 縁 部 に 沿 う 曲 線 で 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の テ ー ピ ン グ テ ー プ 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 筋 肉 や 関 節 の 疼 痛 の 緩 和 や 障 害 予 防 の た め に 用 い ら れ る テ ー ピ ン グ テ ー プ
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 筋 肉 の 疼 痛 の 緩 和 の た め に 、 い ろ い ろ な 方 法 の テ ー ピ ン グ が 行 わ れ て い る 。 例 え
ば 、 筋 肉 の 痛 い 部 分 を 補 助 し な が ら 、 疼 痛 が 広 が ら な い よ う に 囲 む 方 法 が 考 え ら れ 、 こ れ
に 適 し た テ ー ピ ン グ テ ー プ が 提 供 さ れ て い る 。 こ の テ ー ピ ン グ テ ー プ は 、 縦 横 に 伸 縮 可 能
な 基 材 で 作 ら れ 、 一 定 幅 の 帯 体 が 所 定 長 さ に 切 断 さ れ て 設 け ら れ て い る 。 こ の 基 材 の 片 面
に は 粘 着 材 が 塗 布 さ れ た 粘 着 層 が 設 け ら れ 、 粘 着 層 の 外 側 に は 剥 離 シ ー ト が 取 り 付 け ら れ
て い る 。 そ し て 基 材 に は 、 基 材 の 長 手 方 向 に 平 行 に ス リ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 ス リ ッ ト
は 、 同 じ 長 さ の 複 数 本 が 、 基 材 の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 並 べ ら れ て 設 け ら れ て
い る 。 そ し て 一 対 の ス リ ッ ト の 間 は 、 細 長 の 帯 状 片 と な る 。 ス リ ッ ト は 、 基 材 の 長 手 方 向
の 両 端 部 か ら 所 定 長 さ 離 れ た 位 置 で と ま り 、 基 材 の 両 端 部 は 切 り 残 さ れ て 、 複 数 の 帯 状 片
の 連 結 部 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 次 に 、 こ の テ ー ピ ン グ テ ー プ の 使 用 方 法 に つ い て 図 4に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 は
、 五 十 肩 、 肩 関 節 炎 、 野 球 肩 、 肩 の 痛 み 等 の 治 療 を 行 う も の で あ り 、 患 者 は い す に 座 っ た
自 然 な 姿 勢 で テ ー ピ ン グ を 施 す 。 ま ず 、 テ ー ピ ン グ テ ー プ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 剥 離 シ
ー ト を 剥 が し て 粘 着 層 を 露 出 さ せ 、 僧 帽 筋 （ 首 か ら 肩 、 背 中 に か け て 走 っ て い る 筋 肉 ） 中
央 よ り 三 角 筋 に か け て 貼 着 す る 。 次 に 肩 の 周 囲 を 囲 む よ う に 、 中 指 く ら い の 間 隔 で 帯 状 片
２ を 広 げ て い く 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の テ ー ピ ン グ テ ー プ １ は 、 剥 離 シ ー ト を 剥 が し て 身 体 に 粘 着 面 を 向 け て 貼 付
し よ う と す る と き 、 複 数 の 帯 状 片 ２ が 離 れ て 互 い に も つ れ た り し て テ ー ピ ン グ テ ー プ １ の
形 状 が 崩 れ 、 身 体 へ の 貼 着 が 難 し く な る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 帯 状 片 ２ が 捻 れ て 粘 着
層 同 士 が 粘 着 し て 取 り 扱 い が 面 倒 に な る こ と も あ る 。 こ れ を 解 決 す る た め に 、 以 下 の 特 許
文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 治 療 用 テ ー プ が あ っ た 。 こ の 治 療 用 テ ー プ は 、 身 体 に 貼 着 さ れ る
粘 着 面 の 反 対 側 面 に 、 複 数 の ス リ ッ ト に ま た が る よ う に 連 結 部 材 が 離 脱 自 在 に 取 り 付 け ら
れ て い る も の で あ る 。 連 結 部 材 は 、 シ ー ト 部 材 や 線 状 部 材 等 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ８ ９ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 し か し 、 こ の 従 来 の テ ー ピ ン グ テ ー プ １ は 、 基 材 を 一 方 向 に 長 い 矩 形 で あ る 帯 体 状 に 切
断 し て 作 ら れ て い る た め 、 図 4に 示 す よ う に 、 帯 状 片 ２ を 広 げ て 身 体 に 粘 着 す る と 、 帯 状
片 ２ の 基 端 部 が 曲 げ ら れ て 基 材 の 伸 縮 で は 吸 収 で き ず に 、 皺 ３ が 生 じ た り 剥 が れ て 身 体 か
ら 浮 き 上 が っ た り す る こ と が あ り 、 確 実 に 貼 り 付 け る こ と が で き な っ た 。 こ の よ う に テ ー
ピ ン グ テ ー プ １ が 身 体 か ら 浮 き 上 が っ た 状 態 で そ の 上 か ら 衣 服 を 着 用 す る と 、 表 面 に 凹 凸
が 生 じ て 体 に 当 た り 違 和 感 が あ っ た 。 ま た 、 剥 が れ た 状 態 で は 、 痛 み を 取 る 効 果 が 低 く な
り 、 十 分 な 痛 み 防 止 効 果 を 得 る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 従 来 の 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 確 実 に 身 体 に 密 着
し た 状 態 で 粘 着 さ れ 、 患 部 や 貼 付 部 位 の 形 状 に あ わ せ て 自 由 な 形 状 に 帯 状 片 を 広 げ る こ と
が で き る テ ー ピ ン グ テ ー プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 収 縮 性 を 有 す る 基 材 と 、 前 記 基 材 の 片 面 に 取 り 付 け ら れ た 粘 着 層 と 、 前 記 基
材 の 内 側 に 一 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 互 い に 平 列 に 並 べ ら れ た 複 数 本 の ス リ ッ ト が 設 け ら れ
た テ ー ピ ン グ テ ー プ で あ っ て 、 前 記 基 材 の 前 記 ス リ ッ ト の 端 部 近 傍 の 両 側 縁 部 は 、 前 記 ス
リ ッ ト の 端 部 近 傍 か ら 前 記 ス リ ッ ト の 延 長 上 に 位 置 す る 基 材 端 部 ま で 、 互 い に 内 側 に 向 か
っ て 斜 め に 形 成 さ れ 、 前 記 ス リ ッ ト の 端 部 は 前 記 側 縁 部 に 沿 っ て 前 記 基 材 の 内 側 に 向 か っ
て 曲 げ ら れ て い る テ ー ピ ン グ テ ー プ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 前 記 基 材 の 前 記 ス リ ッ ト に 沿 う 両 側 縁 部 は 、 外 側 に 膨 ら む 曲 線 で 形 成 さ れ 、 前
記 ス リ ッ ト は 、 前 記 基 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 側 縁 部 に 沿 う 曲 線 で 形 成 さ れ
て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の テ ー ピ ン グ テ ー プ は 、 確 実 に 身 体 に 密 着 し て 粘 着 さ れ 、 患 部 や 貼 付 部 位 の 形 状
に 合 わ せ て 自 由 な 形 状 に 帯 状 片 を 広 げ る こ と が で き 、 皺 に な り に く く 、 疼 痛 を 緩 和 し 、 効
果 的 に 障 害 を 予 防 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は こ の 発 明 の 一 実 施
形 態 を 示 す も の で 、 こ の 実 施 形 態 の テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ は 、 柔 軟 性 を 有 す る 編 物 等 で あ
り 縦 横 の 二 方 向 に 平 均 的 に 伸 縮 性 を 有 す る 基 材 １ ２ で 作 ら れ て い る 。 基 材 １ ２ の 伸 縮 性 は
、 人 体 の 皮 膚 及 び 靭 帯 、 筋 肉 等 に よ り 近 く 作 ら れ 、 疼 痛 の あ る 部 分 へ の ソ フ ト な フ ィ ッ ト
感 と 適 度 な 固 定 感 を 得 ら れ る も の と す る 。 基 材 １ ２ の 素 材 は 、 例 え ば ナ イ ロ ン 系 が 使 用 さ
れ て い る 。 こ れ は 水 濡 れ に 強 く 、 通 気 性 が あ り 、 か ゆ み や か ぶ れ を 抑 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 材 １ ２ は 、 一 方 向 に 長 い 略 帯 状 に 切 断 さ れ 、 長 手 方 向 に 沿 う 一 対 の 側 縁 部 １ ２ ａ ， １
２ ｂ は 、 中 央 付 近 が 外 側 に 膨 出 す る 曲 線 で 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 基 材 １ ２ の 長 手
方 向 の 中 央 付 近 は 太 く な っ て い る 。 基 材 １ ２ の 長 手 方 向 の 端 部 に 位 置 す る 一 対 の 基 材 端 部
１ ２ ｃ ， １ ２ ｄ は 、 長 手 方 向 に 対 し て ほ ぼ 直 交 す る 直 線 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 基 材 １ ２ に は 、 基 材 １ ２ を 切 断 す る ス リ ッ ト １ ４ が ５ 本 設 け ら れ て い る 。 ス リ ッ ト １ ４
は 、 基 材 １ ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 基 材 １ ２ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に
、 互 い に 並 列 に 並 べ ら れ て い る 。 ス リ ッ ト １ ４ は 、 中 心 の 一 本 は 基 材 １ ２ の 長 手 方 向 に 平
行 な 直 線 で あ り 、 側 縁 部 １ ２ ａ と の 間 に 位 置 す る ２ 本 は 側 縁 部 １ ２ ａ に 沿 う 曲 線 で 形 成 さ
れ て い る 。 ま た 反 対 側 の 側 縁 部 １ ２ ｂ と の 間 に 位 置 す る ２ 本 は 、 側 縁 部 １ ２ ｂ に 沿 う 曲 線
で 形 成 さ れ て い る 。 ５ 本 の ス リ ッ ト １ ４ の 各 両 端 部 は 、 基 材 １ ２ の 基 材 端 部 １ ２ ｃ ， １ ２
ｄ か ら 所 定 長 さ 内 側 に 位 置 し て い る 。 一 対 の ス リ ッ ト １ ４ の 間 、 ま た は 側 縁 部 １ ２ ａ ， １
２ ｂ と ス リ ッ ト １ ４ の 間 は 、 細 長 い 帯 状 片 １ ６ と な り 、 基 材 端 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 付 近 の ス
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リ ッ ト １ ４ が 設 け ら れ て い な い 部 分 は 、 帯 状 片 １ ６ の 基 端 部 １ ６ ａ 同 士 を 連 結 す る 連 結 部
１ ８ と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 基 材 １ ２ の 片 面 に は 、 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て 粘 着 層 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 粘 着 層 の 外 側
に は 、 剥 離 シ ー ト ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス リ ッ ト １ ４ は 、 基 材 １ ２ を 剥 離 シ ー ト ２
０ に 取 り 付 け て か ら 切 断 と ス リ ッ ト １ ４ の 形 成 を 行 っ て も 良 く 、 剥 離 シ ー ト ２ ０ に も ス リ
ッ ト １ ４ が 連 通 し て 形 成 さ れ て も 良 い 。 粘 着 剤 は 例 え ば 刺 激 性 の 少 な い ア ク リ ル 系 を 使 用
し て お り 、 通 気 性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 こ の テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０
の 貼 り 方 は 簡 単 で あ り 、 例 え ば 痛 み の あ る 場 所 に 限 定 し た 貼 り 方 を す る 。 テ ー ピ ン グ テ ー
プ １ ０ は 張 力 を 利 用 す る も の で あ り 、 身 体 に 粘 着 す る と き は 皮 膚 や 靭 帯 、 筋 肉 等 が 伸 縮 し
す ぎ な い よ う に 自 然 な 体 位 で 行 い 、 ま た テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ は 緩 み の な い 程 度 に 伸 ば し
て 粘 着 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ の 使 用 方 法 に つ い て 図 ２ 、 図 ３ に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 こ
の 場 合 は 、 五 十 肩 、 肩 関 節 炎 、 野 球 肩 、 肩 の 痛 み 等 の 治 療 を 行 う も の で あ り 、 患 者 は い す
に 座 っ た 自 然 な 姿 勢 で テ ー ピ ン グ を 施 さ れ る 。 ま ず 、 テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ か ら 剥 離 シ ー
ト を 剥 が し て 粘 着 層 を 露 出 さ せ 、 僧 帽 筋 （ 首 か ら 肩 、 背 中 に か け て 走 っ て い る 筋 肉 ） 中 央
よ り 三 角 筋 に か け て 貼 る 。 次 に 図 ２ に 示 す よ う に 肩 の 周 囲 を 囲 む よ う に 、 中 指 く ら い の 間
隔 で 帯 状 片 １ ６ を 外 側 か ら 順 に 広 げ て い く 。 図 ３ は 、 全 部 の 帯 状 片 １ ６ を 広 げ 終 わ っ た 状
態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ を 使 用 す る 部 位 は 、 肩 の 他 に 、 首 、 肘 、 手 ・ 指 、 胸 ・ 背 中 ・ 腹 部
、 腰 、 股 関 節 、 尻 か ら 太 も も 、 膝 、 下 腿 部 、 足 等 、 い ろ い ろ な 部 位 が 可 能 で あ る 。 痛 み の
あ る 部 位 、 何 ら か の 運 動 を し て い て い つ も 痛 み が 出 る 場 所 、 捻 挫 ・ 打 撲 ・ 脱 臼 等 の 事 故 後
の 応 急 処 置 に 使 用 可 能 で あ る 。 特 に 、 痛 み の あ る 場 所 へ の 使 用 は 、 急 性 、 慢 性 の 痛 み の あ
る 場 合 の 使 用 に 関 し て 非 常 に 効 果 を 発 揮 す る 。 ス ポ ー ツ 等 に よ る 故 障 の 予 防 や 、 痛 み の ひ
ど い 場 合 は 、 二 枚 の テ ー ピ ン グ テ ー プ を 互 い に 交 差 さ せ て 粘 着 す る と 効 果 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 の テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ に よ れ ば 、 確 実 に 身 体 に 密 着 し た 状 態 で 粘 着 さ れ
、 患 部 の 形 状 に 合 わ せ て 自 由 な 形 状 に 帯 状 片 １ ６ を 拡 げ る こ と が で き る 。 帯 状 片 １ ６ の 外
側 の 複 数 本 は 外 側 に 湾 曲 し て 設 け ら れ て い る た め 、 所 望 の 位 置 に 広 げ て も 変 形 が 大 き く な
ら ず 、 帯 状 片 １ ６ 連 結 部 １ ８ 近 傍 の 基 端 部 が 皺 に な っ た り 、 身 体 か ら 浮 き 上 が っ て 剥 が れ
た り す る こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 身 体 に 確 実 に 密 着 し 、 筋 肉 の 痛 み を 取 る 効 果 を 十 分 に
得 る こ と が で き る 。 ま た 、 テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ に 皺 や 浮 き 上 が り が 発 生 し な い た め 、 テ
ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ の 上 に 衣 服 を 着 用 し て も 、 凹 凸 が な く 違 和 感 が な く 自 然 で あ り 、 ま た
粘 着 層 が 衣 服 に 付 い て し ま う こ と も な い 。 テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ は 貼 り 方 が 簡 単 で あ り 、
誰 で も 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の テ ー ピ ン グ テ ー プ １ ０ を 身 体 に 粘 着 す る こ と に よ り 、
緊 張 し た 筋 肉 を 緩 ま せ 、 皮 膚 、 筋 肉 、 靭 帯 等 を 保 護 す る 。 こ れ に よ り 、 全 身 の 筋 肉 バ ラ ン
ス を 細 部 に わ た っ て 平 均 化 さ せ 、 痛 み を や わ ら げ る こ と が で き る 。 ま た 、 各 帯 状 片 １ ６ は
長 手 方 向 の 中 央 寄 り に 収 縮 し て 皮 膚 を 引 き 寄 せ る た め 、 皮 膚 に 波 板 状 に 皺 が 形 成 さ れ 、 リ
ン パ 液 の 流 通 が 活 発 に な る た め 、 手 術 後 の 浮 腫 や 出 来 物 の 浮 腫 を 抑 制 す る 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 こ の 発 明 の テ ー ピ ン グ テ ー プ は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 大
き さ や 形 状 は 、 粘 着 す る 部 位 に 合 わ せ て 適 宜 変 更 で あ り 、 帯 状 片 の 本 数 も 変 更 可 能 で あ る
。 素 材 も 、 柔 軟 性 と 通 気 性 を 有 す る も の で あ れ ば 、 自 由 に 変 更 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 の テ ー ピ ン グ テ ー プ を 剥 離 シ ー ト に 貼 付 し た 状 態 の 正 面 図
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（ ａ ） 、 背 面 図 （ ｂ ） 、 右 側 面 図 （ ｃ ） 、 底 面 図 （ ｄ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 実 施 形 態 の テ ー ピ ン グ テ ー プ の 貼 付 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 実 施 形 態 の テ ー ピ ン グ テ ー プ の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 技 術 の テ ー ピ ン グ テ ー プ の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ ０ 　 テ ー ピ ン グ テ ー プ
１ ２ 　 基 材
１ ２ ａ ， １ ２ ｂ 　 側 縁 部
１ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 　 基 材 端 部
１ ４ 　 ス リ ッ ト
１ ６ 　 帯 状 片
１ ８ 　 連 結 部

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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